
1

大阪Ⅰゾンタクラブ

No.62
2011.03.10

会 長　 永井 隆子

大阪Ⅰ・大阪Ⅱゾンタクラブ合同新年会（行岡久美子）……… 2

神戸での移動例会（早川住江）………………………………… 3

SAY-NO、そしてリボンバッジ（中務和美）… ………………… 3

原菊子さんの“国際ゾンタ理事・国際ゾンタ財団理事を祝う会”

に出席して（行岡陽子）… ……………………………………… 3

2010年10月〜12月の奉仕活動報告…………………………… 4

他クラブ式典・イベント出席報告… …………………………… 6

委員会だより……………………………………………………… 8

ときめきインタビュー（第2回　上嶋泰子さん）… …………… 9

リレーエッセイ（仁科一江）… …………………………………10

会報に関するアンケート集計について …………………………11

活動報告  …………………………………………………………11

編集後記  …………………………………………………………12

フレットをお渡しし、私達の奉仕活動をスク
リーン上に映して見ていただき、ゾンタクラブ
入会を考えていただくきっかけとさせていただ
きました。
　今年は、日本に国際ゾンタクラブ（東京Ⅰ）
が誕生して50年、わがクラブは2番目にできま
したので、50周年をあと3〜 4年後に迎えるこ
とになります。一人でも多くの方にゾンタクラ
ブに入会していただきたいと願う今日この頃で
ございます。
　そのために何をすべきか、どんな方法がある
か、を模索しておりますが、まず、現会員自身
がゾンタライフを楽しく感じて、集まりを有意
義なものとして考えられるよう、みんなで、話
し合い協力することが大切と考えております。

　大阪Ⅰゾンタクラブの会長になって、はや10
か月になろうとしています。Internationalに
女性の地位の向上をはかることを目的にして、
世界中のゾンシャンと力を合わせて行動する、
また、お友達になる機会が与えられる、と大き
く夢を持ち、仕事に忙殺される日々を乗り越え
ています。
　子宮頸がんの予防接種の無料化の署名運動
や各団体への支援活動、3月10日の「櫻井よし
こ氏講演会｜世界の中の日本」を会員が一丸と
なって協力して、開催にこぎつけた行動力など
は目をみはるものがあり、大変嬉しいことでし
た。
　また、講演会が始まる前に、講演会に来てく
ださった方たちに、大阪Ⅰゾンタクラブのリー

有意義な
ゾンタライフを
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大阪Ⅰ・大阪Ⅱゾンタクラブ合同新年会	 行岡 久美子 神戸での移動例会　 早川 住江

SAY-NO、そしてリボンバッジ  国連・国際委員長　中務 和美

原菊子さんの“国際ゾンタ理事・国際ゾンタ財団理事
を祝う会”に出席して　　　　　　　　　　行岡 陽子

　アクションを求め、世界中に発信されたSAY-
NO（女性への暴力防止）運動は、現在1,872,188人

（2011年1月27日）の署名を計上し、100万人を突
破して200万人に迫る勢いです。
　『世界がもし100人の村だったら』（ドネラ・メド
ウス）によれば、100人のうち52人が女性で48人
が男性という割合だそうです。数の上では男性より
多い女性がなぜ暴力の対象になるのでしょう？
　“もしあなたが空爆・襲撃・地雷による殺戮、武
装集団によるレイプや拉致などに脅えていなけれ
ば、そうでない20人より恵まれています”
　しかし、これは紛争渦中の国だけの問題ではあ

　去る平成22年11月2日午後6時から、上記祝賀
会が横浜のホテル　ニューグランドの「タワー館3
階ペリー来航の間」において行われました。
　実行委員会（横浜ゾンタクラブ五神嘉子会長）の
主催のもと、神奈川県知事、横浜市長（代読）、そ
して26地区ガバナー上田トクヱ様をはじめ各役員
や全国各地からはせ参じたゾンシャンの皆様等多
数の参会者を得て、華やかに開催されました。当
クラブからは、上田・行岡（陽）の2名が参加しま
した。

りません。一見、恵まれているかに思えるわが国に
於いても、家庭内暴力は後を絶たず、子供に対す
る虐待もエスカレートする傾向にあります。今こそ、
世界中の女性が声を大にして、認識を高め、女性
や子供にたいする暴力防止に向けて、活動を行う
べき時です。まずは、パープルリボンバッジ（女性
に対する暴力─NO）、オレンジリボンバッジ（子供
に対する暴力─NO）
を胸につけて、周り
の方へのアピールか
ら始めましょう！

　原様は、横浜ゾンタクラブに45年の長きに亘り
在籍され、その間女性の地位の向上、社会貢献並
びに国際奉仕とあらゆる面で活躍してこられ、そ
の功績が認められ、この度2010年のサンアントニ
オにおける第60回国際ゾンタ世界大会において、
日本人として初めて国際ゾンタ理事に選出され、就
任されました。
　各界からのお祝いの言葉・お祝いコンサートなど
慶びのプログラムが進行し、原様の今後のご健康
とご活躍を祈念して恙無く祝宴は終了しました。

　1月20日（木曜日）午後5時半から、大阪市中津
にあるラマダホテルの花外桜において、平成23
年度大阪Ⅰ・Ⅱゾンタクラブ合同新年会が開催さ
れました。
　新年会には2クラブ36人が参加し、開会にあた
り、大阪Ⅰゾンタクラブの永井会長より新年のご
挨拶がありました。近く大阪Ⅰゾンタクラブは設
立50周年を迎えるにあたり、その心構えと意気
込みなどを熱く語られ、会員それぞれの胸に勇気
と感動を頂きました。
　続いての、ゲストの早川エリア3エリアディレ
クターからのご挨拶では、世界の情報発信の現状
とゾンタクラブ会員の増強などについてのお話が
ありました。
　引き続き、大阪Ⅰの佐々木先生から“大阪が大
好きです！”という高らかな乾杯の音頭と、“仲
良くやりましょう！”との力強いエールを頂き、
祝宴となりました。
　美味しいお食事を頂きながら宴はすすみ、和や
かな雰囲気の中で、各テーブルでお互いの自己紹

　2010年12月16日（木）のクリスマス例会は、ホテル ラ・スイート神戸で
開催されました。遠方で、寒い日でもありましたが、通常の例会日（第3木
曜日）でしたので出席者も21名と多く、神戸湾に面した眺望のよい会場で、
海と船の灯台の明かりを眺めながらお食事を楽しみ、和気藹々の例会で
した。例会前に希望者8名は神戸港内40分のクルージングを楽しみ、港
から神戸の町を眺め、倉庫群や立派な大学も海から見学しました。
　メルヘンティックで素敵なホテルをご紹介下さいました六島会員に感謝
申し上げます。

介などがなされ、楽しく有意義なひと時を過ごす
ことが出来ました。
　中でも大阪Ⅱゾンタ会員のクラリネットとハン
ドベルの華麗な音色のコラボレーションと、大阪
Ⅰゾンタ会員による手作りの楽器演奏『南の島の
カメハメハ大王』『フレールジャック』、『蛙の歌』
の輪唱などはハイライトで、素晴らしい感動をい
ただきました。まさに早春の宴を飾るのにふさわ
しい催しとなりました。
　宴もたけなわ、早川エリア3エリアディレク
ターが再び立たれ、「ゾンタクラブの活動は、各
クラブの一人一人が地域性を知り、そこに在る
人々を幸せに導く一助となれるように頑張ってい
きましょう！」とご挨拶を頂き、本当に有意義な
時を過ごすことができました。
　大阪Ⅱゾンタクラブ西村会長の閉会の言葉で、
楽しかった宴もつつがなく終了しました。皆様方
のご協力に感謝申し上げます。ありがとうござい
ました。

大阪Ⅱゾンタクラブのクラリネットとハンドベル演奏大阪Ⅰゾンタクラブの参加者

大阪Ⅰゾンタクラブの手作り楽器演奏

早川エリア3
エリアディレクター

のご挨拶

クルージングを終えて

クリスマス例会でのプレゼント交換

左がパープルリボンバッジ
右がオレンジリボンバッジ
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映画『レオニー』を観て　　　　  　　　　行岡 久美子

ユニセフチャリティーバザー協力に感謝	 上田 恵子

スペシャルオリンピックスについて	 永井 隆子

児童虐待防止協会に希
のぞ

むこと　  川田 喜代子

　2010年10月25日、大阪梅田ピカデリー劇場
での映画『レオニー』の試写会に、永井、税所、
重森、行岡（陽）と一緒に参加した。
　「地球を彫刻した男・ノグチ・イサム」の名は
知らなくとも「女優　山口淑子」の大輪の花のよ
うな美貌を思い出す。その彼女の夫君がイサム
氏である。
　映画はアメリカ国籍の母レオニーの生涯を描
いたものである。100年前、レオニーは日本人
男性と恋におち、一足先に日本に戻った恋人を

　「10月23日に難波OCATビル・ポンテ広場に
て開催されるユニセフチャリティーバザーに協力
しましょう」と奉仕委員会より提案いたしました
ところ、温かいご協力をいただきありがとうござ
いました。
　皆様からいただいた物品・寄付金をまとめ発
送、又バザーへの買い物客としてもご参加くだ
さった方もあり、感謝されました。
　ユニセフ誌のバザー協力者の中に大阪Ⅰゾンタ
クラブの名前も掲載されました。今年は不況の

　スペシャルオリンピックスは、世界180か国で知
的発達障害のある人達にスポーツ活動を提供し、
社会参加を応援する国際的なスポーツ組織です。
　1962年に故ケネディ大統領の妹であるユニ
ス・ケネディ夫人が、自宅の庭を開放して開いた
デイ・キャンプがスペシャルオリンピックスの始
まりです。その後、ケネディ財団の支援により組
織化され、全米から世界へと広がっています。
　2005年2月には、アジアで初めてのスペシャル
オリンピックス冬季世界大会が長野県で開催さ
れ、約2,500人以上の選手団、約11,000人のボラ
ンティアが参加しました。
　昨年（2010年）11月、大阪で第5回スペシャル

　大阪Ⅰゾンタクラブでは4年前より“児童虐待
防止協会”を後援しています。それに関連して、
平成22年11月18日（木）の例会で、同協会の川本
典子理事に講演にきていただき、大変身につまさ
れる有意義なお話を伺いました。また、その席上、
寄付金を贈呈致しました。
　児童虐待防止協会は1990年に設立され、その
設立と同時に“子ども虐待ホットライン”という
電話相談をスタート。今までに46,000件。ここ
数年は年間2,000件と増加の一途を辿ってきてい
るようです。同協会とのおつき合いは田中診療所
長田中迪生理事及び現理事長矢内純吉氏（大阪人
間科学大教授、健康支援センター長）は私が大阪
府人事委員会委員をしておりました頃よりの関係
で、初回の贈呈式の折にはお二人とも御礼の御挨
拶にみえましたが、このところ矢内理事長は体調
をくずしておられるとか、早くお元気になってほ
しいものです。
　さて、最近、テレビ、新聞などで“子ども虐待”

四恩学園を訪問して	 倉斗 秀子

　昨年12月16日例会の前に、会長、奉仕委員長
をはじめ5名で奉仕先の四恩学園を訪問しまし
た。四恩学園は、金戸光子会員がご夫妻で乳児か
ら老人の介護施設まで高い奉仕理念の下経営をさ
れ、地域社会の一隅を照らす光の社会福祉法人施
設です。
　同じ敷地内に明るい伸びやかな建物が何棟か建
ち並んで、乳児・幼児もお年寄りも皆が共に楽し
く生活ができるよう、配慮されています。
　今回は施設の一つ児童養護施設を訪問し、最新
機能を備えた電子ホワイトボード1台を寄贈させ
ていただきました。諸事情で施設に暮らす男女児

童達ですが、施設内が温かい空気につつまれ、そ
の顔は明るく輝いていました。
　金戸理事長の、その時その時の社会のニーズに
合った施設の運営を率先して政府に働きかけ、実
践されておられる姿勢、またそれに応えられて
いる職員の方々
の情熱を強く感
じ、こちらが逆
にエネルギーを
いただいた思い
で、四恩学園を
後にしました。

頼りに一人来日するが、彼には妻がいた。結ば
れることなくひとり寝の枕を濡らし、孤独と苦
難の末、息子イサムを立派に成功させる物語を、
ヒロインのエミリー・シモーテが健気に演じき
る。
　詩情あふれる風景は美しく、彼女の悲哀を込
めた切なさの中には凛とした女性の生き方が感
じられ、感銘を受けた。
　この試写会は東京Ⅲゾンタクラブからのご推
薦によるものでした。ありがとうございました。

為か例年より少なく、
バザー収益金881,917
円、募金143,399円で、
（財）日本ユニセフ協
会を通じてユニセフ
本部へ送られたそう
です。ご支援に厚く
お礼申しあげますと
のことでした。

オリンピックス日本夏季ナショナル・大阪が開催
され、7,816人のアスリートと16,000人を超える
ボランティアが参加しました。
　大阪Ⅰゾンタクラブもスペシャルオリンピック
ス大阪大会を支援するため、昨年10月例会に関
係者に来ていただき、スペシャルオリンピックス
についてお話を伺
い、支援金をお渡
しいたしました。
今年はギリシャの
アテネで世界大会
が開催される予定
です。

のいたましい事件が相ついで報道されています
が、そのルーツを辿ると“核家族”に起因するよ
うに思えます。単身所帯が増え、身近に子どもの
生態が判らず、最も基本となるべき親子関係が希
薄になってきたためで、これは単に個々の問題で
はなく、大きな社会問題の一部であると考えられ
ます。その意味でも悩んでいる人々にサジェッ
ションとひとすじの光を与える電話相談その他は
とても大切なことで、今後もこの活動をぜひ続け
ていただきたい。そして、人と人とのつながり即
ち人間同志の“絆

きずな

”を大切にしていけるよう取り
組んでいっていた
だくよう心から希

のぞ

んでおります。私
たち大阪Ⅰゾンタ
クラブとしても出
来る限りそのお手
伝いをしたいと
思っております。

バザーに出品した物

四恩学園にて

2010年10月〜12月の奉仕活動報告

左が児童虐待防止協会の川本典子理事

2010年大阪大会での開会式
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＊＊＊＊＊他クラブ式典・イベント出席報告＊＊＊＊＊

高松ゾンタクラブ創立20周年記念式典・祝賀会　　税所 凉子

秋田ゾンタクラブ20周年記念祝賀会に出席して　　六島 雅子

　高松ゾンタクラブ創立20周年記念式典・祝賀会は平成
22年10月23日（土）に全日空ホテルクレメント高松で盛大
に開催された。大阪Ⅰゾンタクラブからは、永井隆子会
長、倉斗秀子、そして私、税所凉子の3名が参加させてい
ただいた。
　高松市では「瀬戸内国際芸術祭2010」が開催されていた
こともあって、全国からの観光客も多く、街全体がにぎや
かな雰囲気に満ちていた。
　宗由貴会長は式典の開会挨拶の中で、次のように熱く
語られた。
　「10周年時に初めての大きな取り組みとしてネパールの
児童養護施設への支援があり、10年間、援助を続けるこ
ともできた。このときの大きな奉仕活動が、会員全員の自
信へとつながったように思える。そして今、会員43人が
力を合わせ20周年を迎えることができた。これからも常
に感性を磨き、この地域にどのような奉仕が必要なのか
と考えながら活動をしていきたい」と。

　紅葉の美しい季節の10月9日に、秋田ゾンタクラブ創
立20周年記念祝賀会に出席して参りました。場所は秋田
市内の秋田ビューホテルで開催されましたが、東北の地
秋田ということもあり、エリア3からの出席者はあまり多
くはありませんでした。
　当日の出席者は一般の方も含め300名程だったと思いま
すが、常に地域の方と共に奉仕活動を続けておられるそ
の交流の深さが伝わり、とても温かな雰囲気の中行われ
ました。
　１部では佐藤卓史さんのピアノリサイタルでしたが、彼
は秋田生まれの秋田育ちで東京芸大をトップ入学し、首

席で卒業された将来有望なピアニストです。地元をあげ
て才能ある青年を大切に大切に育て応援しておられる様
子にとても感動いたしました。
　２部でも秋田大学医学部の学生のエレクトーンで、和
と洋のコラボレーションの迫力ある見事な演奏に会場が
一気に盛り上がり、拍手の渦となりました。
　針生会長、そして実行委員長の力の入れようは、それ
はそれは大変なものでございました。
　私は今回出席致しまして、私たちが忘れかけていた日
本人の心を秋田の地で思い出させて頂いた、そんな幸せ
な思いで帰って参りました。

奈良ゾンタクラブ チャリティビンゴ
パーティーに参加して　大西 治代

フェニックス神戸ゾンタクラブ
イベントに参加して　行岡 陽子

北九州ゾンタクラブ設立20周年記念式典・祝賀会に出席して 26地区指名委員 上田 恵子

奈良万葉ゾンタクラブ設立10周年記念式典・祝宴に出席して　行岡 陽子

　奈良ゾンタクラブのチャリティビンゴパーティーから
は、いつも手作りのぬくもりが伝わってくる。景品のバラ
エティの豊富さもさることながら、そのひとつひとつへの
細やかなラッピング等には心意気が感じられるし、メン
バー手作りのエコタワシをいただけるのもうれしい。
　ゾンシャンの出席はさほど多くはない中、毎回200名を
超す参加者で賑わうのもうなずける。
　今回、イベントのサブにはメンバーが発掘（？）された
セミプロのバンドを据えられ、彼らが一生懸命座を盛り上
げる中、メンバーはきびきびと動かれ、寄贈先やゾンタク
ラブとしての取り組み発表等押さえ所はきっちりと押さえ
るというふうに、クラブとしての力配分が絶妙になされて
いると感じ入った。参考にさせていただく点は大いにあ
ると思えた。

　秋晴れの2010年11月6日、11時開会のリーガロイヤル
ホテルに向かう為小倉駅に降り立った。ガバナー上田ト
クヱ様はじめ26地区役員や会員の参加に加え、国際ゾン
タ役員として、理事・原菊子様、元26地区ガバナー・ウ
ンスクリー様、奉仕委員会委員・頼恵美様、又、北九州
ゾンタクラブの姉妹クラブ・台湾彰化クラブメンバーの
お顔もあった。加えて北九州各界の役員も多数列席され、
国際色豊かな100名を超す盛大で華やかな会であった。
　プログラムの内容も充実していたが、特に印象に残っ
たのは三つの記念品贈呈の中の一つ、電波時計である。
北九州市への贈り物として、北九州の玄関小倉駅のシン
ボルとなるような電波時計をJR小倉駅南北公共連絡通路
に寄贈とのことである。きっと往来の人々の役に立ち喜ん
でいただけるものと思う。祝賀会も温かくもてなそうとし
てくださるお心が溢れ、美味しいお食事をいただきなが

　2010年10月24日午後2時より、国際ゾンタ26地区エリ
ア3奈良万葉ゾンタクラブの設立10周年記念式典・祝宴
が、奈良県橿原市の橿原観光ホテルカトレアの間及び橿
原神宮養正殿「大ホール」で開催され、出席しました。
　奈良万葉ゾンタクラブは、奈良ゾンタクラブをソムクラ
ブとし、奈良ゾンタクラブの設立10周年記念として、2001
年11月3日に、世界で1692番目、日本では43番目のクラブ
として認証され、この度設立10周年を迎えられた次第です。
　式典は、会長神田加津代様の挨拶にはじまり、奈良県
知事（荒井様）、国際ゾンタ26地区ガバナー（上田様）の
祝辞のあと、10周年記念事業の報告と平城遷都1300年記
念事業協会（車椅子贈呈）、奈良いのちの電話協会（相談員
養成支援）、奈良県中央こども家庭相談センター（備品整
備支援）、NPO法人なら難病連（備品整備支援）、国際ゾ

らテーブルでの会話も弾み楽しい会であった。
　このような盛大で充実した栄え有る日を迎えられるに
ついては、会長木下彰子様、実行委員長三隅佳子様はじ
め会員皆樣のご努力の賜物と深く敬意を表したい。
　帰路の新幹線で今日の一日を思い出しているうちに、自
分も大阪Ⅰゾンタクラブの40周年の会長として忙しく走
り回った2004年の頃がなつかしく思い出された。
　この週は2日に横浜ゾンタ、6日に北九州ゾンタと新幹
線で東へ西へとゾンタ活動で忙しい週であった。｢お互い
忙しいわね。｣と言いながらもゾンタの皆様はお疲れを顔
に出さずいつもにこやかにしておられるのには敬服した。
あれこれ思いながらの車
中でのビールはこれまた
最高で心地よい眠り薬と
なった。

ンタへの寄付金の贈呈式がありました。
　その後、「食育と幸せになる生き方」の演題で、木村方
子さんの記念講演があり、“いのちをいただくことを意識
して食べること”の大切さを述べられました。
　会場を替えて祝宴に移り、アトラクション「装道礼法き
もの学院」による「万葉花結び」は、当地ならではの美しく
興味深いもので、また「エストゥディアンディナ　フィロ
ドリーノ・ディ・キョウト」の音楽も楽しく会を盛り上げ
ました。式典も祝宴も、会員皆様の団結で、見事に会を
運営され恙無く終了しました。
　当初13人で発足した奈良万葉ゾンタクラブも、今や30
人のメンバーを擁し大きく成長し、神田会長の強力な指
導力の下、よくまとまって活動されています。10周年を
契機に今後ますますの発展が期待されるところです。

北九州市に贈られた電波時計

挨拶をされる宗由貴会長 実行委員長の真鍋洋子氏

　また、後半の祝賀会では、実行委員長の真鍋洋子氏が、
「当時は、会員が子育て真っ最中で平均年齢43歳であった。
その会員が、やっと子育てのお手伝いができる歳になり、
20周年の記念事業の一つに『さぬきこどものくに』にイサ
ム・ノグチデザイン遊具を寄贈できたことは非常に喜ば
しい」と話された。
　その他、20周年記念事業として、栗林公園に歩行補助
車20台、直島女文楽船舞台など色々な寄付、記念品が贈
呈された。これらは、43人の会員の方々が力を合わせ、
チャリティーバザーなど色々と行われた成果と言えよう。

　2010年9月15日（水）15時から、神戸市東灘区民セン
ター「うはらホール」において、歌手・李広宏氏を招いて
上記コンサートが開催され、出席しました（上田さん、後
藤さんも出席）。
　李広宏氏は1987年に来日、歌手活動のかたわら四川大
地震の被災者である段志秀さんに義足をプレゼントされ
たり、私財を投じて学校建設をされたり、その他いろい
ろの奉仕活動をされている方です。懐かしい日本の歌曲、
童謡を、美しい日本語と中国語で叙情豊かに歌われ、そ
の素晴らしいテノールの歌声は、会場一杯の聴衆を魅了
し、深く感銘を与えました。フェニックス神戸ゾンタクラ
ブの「黄色い薔薇コンサート」も今回で7回目とのこと、地
域に根付いた息の長い活動を続けておられることを高く
評価し、今後の継続と益々の活動を期待します。

神戸ゾンタクラブ創立30周年記念式典・祝宴　　　  税所 凉子

　神戸ゾンタクラブの「創立30周年記念式典・祝宴」は、
2月27日、神戸湾に浮かぶポートアイランドの神戸ポー
トピアホテルで開催された。潮風香る素晴らしいロケー
ションということもあって、200人という参加者が会場を
埋めた。大阪Ⅰゾンタクラブからは、佐々木静子をはじめ
として6人が参加した。
　神戸ゾンタクラブ近藤有華会長は、「1981年10月に京
都Ⅰゾンタクラブを親クラブとして、初代金丸会長を中
心に32名でスタートしました。今日までチャリティーバ
ザーなどで地道にコツコツと資金を作り、奉仕活動を行っ
てまいりました」などと、30年の歴史と感謝の言葉を述べ
られた。その後、30周年記念事業の報告と寄付などの贈
呈式が行われ、寄贈先からの感謝状が授与された。

　続いての元阪神タイガース・赤星憲広氏による記念講
演「赤い車椅子へ願いをこめて」は、なごやかな雰囲気の
中でスタート。時々わき起こる笑い声の中で、あっという
間に1時間は過ぎた。記念式典からパーティーまで全体を
通しての林陽子氏の司会・進行からは、17人という少人
数のクラブならではの和やかさと親しみやすさが伝わっ
てきた。これは、神戸ゾンタクラブのすばらしい特長だと
感じた。

盗塁の数の車椅
子を寄贈する活
動で話題をよんだ
赤星憲広氏。現
在もその活動を
続けられている。

神戸市副市長から感謝状
を受け取る近藤有華会長
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ときめきインタビュー
〜輝き続ける女性をクローズアップ！〜

 第２回　上嶋 泰子さん

ご一緒に奉仕のハーモニーを奏でたい

　お二人目の輝く方は、上嶋泰子さん。四半世紀を越えようとする入会歴。伊藤幸子
さんのご紹介ですから筋金入りのゾンシャンでいらっしゃいます。
　地球狭しと活躍される泰子さんのご趣味はなんといってもコーラスです。地域PTA
コーラスからのスタートで40有余年。その迫力あるソプラノの美しい響きは、誰もが
知るところですね。これまでゾンタの世界大会に参加され、持ち前の英語力を発揮し、
どこの国の方ともお友達をつくってこられました。懐の深さと人間的魅力、そして歌
唱力の故でしょうね。
　パリでの世界大会後、ロワーヌ川沿いの古城めぐりの途中での食事会の折のことで
す。世界中からお見えの皆様を、「和」のメロディーで心和ませてあげましょう、とい
う周りの声を受けて、日本からやってきた歌姫・泰子さんが『さくらさくら』を独唱さ
れました。泰子さんの歌声は、古城を包み、王宮ホテルの庭園にまで響き渡りました。
歌い終わった歌姫に、ブラボー！！　賛嘆の拍手は鳴り止まず、日本女性面目躍如の
場面でした。
　今も、二つの女声合唱団と混声合唱団に所属。ご多忙な中、決してレッスンは休ま
れません。「コーラスはハーモニーですからね」と微笑まれる。このスタイルは、ゾン
タの会でも同じ。「皆さんのお顔を見ると元気がもらえます。特に、ご高齢の大先輩に
は頭が下がります」と。「これからも、皆さんとご一緒に『奉仕』という素晴らしい目的
に向かって美しいハーモニーを奏でていきたいですね」と、夢を語られます。
　夢といえば、飛行機好きなご長男が少年の頃から抱いていたというパイロットの夢。
1年に4人しか合格しない大難関を勝ち取り、今操縦桿を握っておられます。息子さん
の頑張りに触発され、泰子さんの夢は、ますます大きく宇宙まで広がっていかれるよ
うにお見受けしました。
　健康に充分ご留意の上、ますますのご活躍を、とお祈り申し上げます。

（インタビュアー　松 美佐子）

ときめきインタビューを終えて
（右：上嶋 泰子さん　左：松 美佐子）

OMC委員会

LAA・奉仕委員会

国連・国際委員会

企画委員会

広報委員会

　昨年11月下旬のエリア3からの「会員状況の把握と
会員増強の為の今後の方針に関するアンケート」を受
けて、通信による委員会を開催し、又理事会において
討議しました。健康上等のやむをえない退会者が見
込まれる当クラブの現状は、会員も自覚しており、個々
に、或いはチャリティイベント時の広報の仕方の工夫
等、皆で考え協力し合い、会員増強に結びつくよう活
動を行っています。
　一人では限りある奉仕活動も、多くの会員が集まり、
より密度の濃い奉仕活動の出来る喜び、異業種の会員
との交流の魅力など、私達会員がゾンタライフを楽し
む姿を皆に伝えていかなければと思います。

日　時：平成22年9月16日（木）16：00 〜 17：00
場　所：リーガロイヤルホテル　ゴールデンルーム
出席者：会長 永井　委員長 上田　副委員長 川田
　　　　委員　道風　藤井　福味
議　題：奉仕先検討意見交換
　　　　①提出されたままでは予算超過となるため

絞らないといけない。
　　　　②10年で見直しをしたらよい。
　　　　③その他

●10月21日　委員会開催
国際ゾンタ国連委員長　メアリ・アン・タランチュラ氏
の再三に渉る「安保理事会決議案1325」についての
メッセージに対して如何に対応するか、その他を協議。

●10月21日　10月例会
｢安保理事決議案1325」に関しての説明及びSAY-
NO運動推進呼びかけ。それに関連する国連安保理
事会の機構、日本との関係について説明を行う。

●11月18日　11月例会
｢女性に対する暴力根絶のために団結しよう」SAY-
NO運動推進のために、パソコンをされない方用に
FAX用紙を準備。署名20枚を集め、国際ゾンタ・
タランチュラ氏宛に郵送。会員全員が寄せ書きした
クリスマスカードを作成、下記に送付し交流を図る。
エチオピア　アディスアババ　フィスチュラ　ホスピタル
姉妹クラブ　台北Ⅱ
姉妹クラブ　コーバリス

　例会のプログラムが楽しくて意義のある、「出席し
てよかった」と会員が思えるようなものに計画できれ
ばよいのですが、限られた時間内で報告などの必須事
項や検討事項などで終わることも多く、よりよい例会
にするために、皆様のご意見やご要望を伺いたいと思
います。
　目下のところは3月のチャリティ講演会の成功を
願って、委員一同準備をしております。会員皆様のご
協力をお願い申し上げます。

平成22年
●7月13日（火）　
　平成22年度第１回広報委員会（どりむ社）
　広報委員：税所、水野、松、行岡（久）、行岡（陽）
　・広報委員長　行岡（陽）、副委員長　税所に決定
　・会報61号の企画・進行について
　 （原稿依頼7月15日、締切7月末日）
　・新企画「ときめきインタビュー」了承
●8月24日（火）
　平成22年度第2回広報委員会（どりむ社）
　・会報61号の編集について
●9月16日（木） 
　・例会において会員に会報61号配布。同時にガバ
　　ナーはじめ各地区役員・他クラブに会報送付。
　・会員にアンケート用紙配布
●12月21日（火）
　平成22年度第3回広報委員会（どりむ社）
　・会報62号の企画・進行について
　 （原稿依頼1月20日、締切り2月5日）

平成23年
●1月20日（木）
　インタビュー（上嶋泰子様　聞き手　松委員）
●2月17日（木）
　平成22年度第４回広報委員会（どりむ社）
　・会報62号の編集について
　・イベント時のスライド・映像（大阪Ⅰゾンタク
　　ラブ活動記録）作成について
●3月10日（木）
　例会において会員に会報62号配布。同時にガバ
　ナーはじめ各地区役員・他クラブに会報送付。

委員長　倉斗 秀子

委員長　上田 恵子

委員長　中務 和美

委員長　早川 住江

委員長　行岡 陽子

コーラスで活躍する
上嶋さん
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活動報告　2010年6月〜 2011年2月

理事会　　於：事務所

例会　　出席30名　　於：リーガロイヤルホテル
・永井会長他新役員紹介　・委員会組織発表
・会計予算案承認　　　　・皆勤賞を渡す
・企画、今年度予定発表　・大阪Ⅰの国際寄付世界で高位の報告
・SAＹ-NO運動参加

理事会　　於：事務所

例会　　出席26名　　於：リーガロイヤルホテル
・国際大会参加報告　・会計決算報告承認
・OMC・LAA活動　　・奉仕先検討

理事会　　於：事務所

例会　　出席23名　　於：リーガロイヤルホテル
・子宮頸がん予防ワクチン署名運動の経緯と結果　・奉仕先の決定
・チャリティイベント講師は櫻井よしこ氏に決定

理事会　　於：事務所

6月3日（木）

6月17日（木）

7月8日（木）

7月15日（木）

9月2日（木）

9月16日（木）

10月7日（木）

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

新型ウィルスに備えて　　　仁科一江

　今年もあっという間に、人
じん

日
じつ

の節句（１月７日）は過ぎてしまいましたが、例年七草

粥だけは、どんなことがあっても頂くようにしております。新しい年の初め、１年の

健康を祈る日に、春の訪れを予感させる若菜（我が家ではスーパーで七草粥セットを

買ってきます）を粥に仕立てて頂き、年中の無病息災を祈ります。昔は七草粥は冬に

不足しがちなビタミンCを補う貴重な料理で、まさに健康食でしたが、現在はどちら

かというと、お正月のご馳走の後に、淡白な粥で胃腸を休めるという意味で広く親し

まれているようです。

　また、昔は前日に七草を摘みに出かけ、七草囃しを唱えながら刻んでいたようで、

その囃し唄には、「♪七草なずな、唐土の鳥が日本の土地に渡らぬ先に、ストトント

ントン、ストトントン」等があります。この唐土の鳥とは大陸から渡ってくる渡り鳥

のことです。私は初めてこの囃し唄を聞いたとき、何と先人の方は聡明であったかと

驚嘆致しました。彼らは渡り鳥が疫病を運んでくることを知っており、その前に体

力、即ち免疫力をつけておくことを日常生活の中の知恵として、実行していたのです。

ウィルス感染に備えてまず、日頃から免疫力を高めておくことが大切で、この考え方

より、たとえばインフルエンザワクチンの接種を受けておくことは、非常に重要です。

同様に肺炎球菌ワクチンも然りです。

　さて、昨年の11月18日、WHO（世界保健機関）のマーガレット・チャン事務局長は、

東京での記者会見の際、昨シーズンの新型インフルエンザの流行について、「世界各

国の中で、日本が最も死亡率が低かった」と指摘されました。これを可能にした最大

の理由の一つは、わが国では安価で良質な医療を、国民が等しく受けられる国民皆保

険体制が整っており、しっかりした医療をすぐに受けられる点です。即ち、細心の注

意にも拘わらずインフルエンザに感染した際には、できるだけ早く、しかるべき医療

機関を受診することが得策です。

　現在、新規のインフルエンザ治療薬が相次

いで登場しており、１回の吸入や、点滴静注

で治療が可能です。昨日もその製薬会社の営

業の方とお話しましたが、幸い、先発の治療

薬と比較して、困るような重大な副作用の報

告は、今のところは出てないとのことでした。

　最後にやはり詰る所、先人のお言葉通り、

「備え有れば憂い無し」でございます。

リレーエッセイ 会報に関するアンケート集計について

◆配布：2010年9月例会出席者23名
　　　 （会員数30名中出席23名、
　　　 欠席7名。
　　　 欠席者には通信書記より送付）
◆方法：無記名で記載
◆回収：22名分（回収率約73％）
◆結果：問①　61号で興味深かった記事
　　　　●ときめきインタビュー（5名）
　　　　●国際関係（2名）　
　　　　●国際大会（1名）
　　　　●エリーゼさんってだあれ？（2名）
　　　　●会長に就任して（2名）
　　　　●なし（1名）

広報委員長　行岡 陽子
　大阪Ⅰゾンタクラブ会報61号の発刊を契機に、今後の「大阪Ⅰゾンタクラブ会報」作成の参考にするため、
会員の皆様に急遽、簡単なアンケートをお願いしました。集計結果は以下のとおりです。

　ゾンタ歴や年齢と回答の間にははっきりした相関は認められませんでした。カラー印刷に関しては賛否相
半ばしましたので、見積もりを得ました後、皆様に再度諮りたいと思います。今後も折に付けアンケートを
実施したいと思っています。よろしくお願いします。ご協力有難うございました。

問②　今後に期待する記事
●他クラブの活動（6名）
●感動的な記事、楽しく明るい記事、大阪の史跡探訪、新しい  
　試み、個人の仕事振り、世相への解説・感想　（各1名）

問③　会報のカラー印刷について
●印刷代が上がってもカラー印刷が良い（11名）
●今のままでよい（10名）
●値段による（1名）

問④　今号の読後感
●楽しそう（2名）　　●写真が多く良い（2名）　
●よかった（1名）　　●レイアウトがよく読みやすい（1名）



12

例会　　出席21名　　於：リーガロイヤルホテル
・スペシャルオリンピックスへの寄付
・ユニセフチャリティーバザーへ参加　　・移動例会検討
・子宮頸がん予防ワクチン無料に　　　　・手作り楽器演奏

理事会　　於：事務所

例会　　出席24名　　於：リーガロイヤルホテル
・四恩学園訪問と寄付　　・児童虐待防止協会への寄付
・女性に対する暴力撤廃国際日　パープルリボンで支援

理事会　　於：事務所

移動例会　　出席21名　　於：ホテル　ラ・スイート神戸
・開会前希望者はゴンドラクルージング
・児童虐待防止協会のオレンジリボンバッジ購入協力
・新年合同例会は1月20日早川エリア３AD参加予定

理事会　　於：事務所

合同例会　　出席23名　　早川エリア３AD参加　　
於：花外楼淀川別邸
・チャリティーイベントの詳細
・チラシ・チケット配付と納金について
・クリスマスカードの返事
・ガバナーズレターに大阪Ⅰゾンタの活動紹介

理事会　　於：事務所

例会　　出席24名
・1月例会議事録承認
・3月のチャリティー講演会の詳細確認（内容・役割・時間帯等について）
・終了後の3月例会について　　・各委員会から連絡等
・他クラブイベント紹介

10月21日（木）

11月4日（木）

11月18日（木）

12月2日（木）

12月16日（木）

2011年
1月6日（木）

1月20日（木）

2月3日（木）

2月17日（木）

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

17:30〜

16:40〜

17:30〜

17:30〜

編集後記
　奈良のお水取りも終わりに近づき、今年もいよいよ関西に春が訪れてきました。
　今号には、先月のアンケートのご要望に応えて、他クラブのイベントの出席報告を掲載しました。
前もって依頼していなかったにも関わらずご寄稿いただきました皆様には感謝申し上げます。また、
その他原稿をお寄せいただきました皆様、ありがとうございました。
　会報62号のご感想、会報へのご提言など、是非広報委員にお寄せください。お待ちしています。

（行岡 陽子）
（広報委員：金戸・税所・松・水野・行岡 久美子・行岡 陽子）

［記録書記　松 美佐子］
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